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概要   

現在，貸出履歴に基づく図書配架／推薦システムの構築を進めており，立ち上げ時のデータ不足や新刊情  

報の欠如などが問題となっている．本稿では，これらの情報を補完することを目的に単純な部分文字列照  

合によるWebからの書誌情報の抽出のための調査について示す．  
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1．はじめに   

現在，九州大学では学内のさまざまな分野の若手研究者による電子図書館プロジェクトを推進している．こ  

のプロジェクトは，従来のハード面を中心とした図書館業務の省力化・効率化や資料の電子化ではなく，情  

報技術を適用した，次世代の電子図書館としての新しいサービスとそのためのモデルの構築を目指したも  

のである［2］，本稿では，プロジェクトの目指す成果の一つである，個人の図書貸出履歴に基づいた図書配  

架推薦システムと，そのための貸出履歴に代わる書誌情報をWebから抽出することについて考える．Web  

から得られる粗い書誌情報によって図書配架推薦システムの立ち上げ時や新刊に関する情報の欠如を補う  

ことが期待される．なお，本稿の目的はあくまでも実装を念頭とした書誌情報の抽出で，技術的新規性よ  

りもシステムのための実装，そしてライブラリ提供を優先することとした．  

2．図書配架推薦システムと現状の問題点   

2．1貸出履歴と書誌の共起情報   

図書館における配架では，固定的に本が配列されているが，［3］のような仮想書架であれば，動的にさまざ  

まな観点から図書を配架し，利用者に提示することができる．特に近年の自動書庫のような環境において  

は失われる，通常の開架での「本との出会い」を提供するものでもある．こういった本の連想関係のよう  

なものを導く方法論は，データ・マイニングの典型的な応用として確立されつつある．その実装には，デー  

タを大量に抽出することが重要となる．その本と本のつながりを見出す最も基本的な情報となるものの一  

つが貸出履歴で，そこから「Aという本を借りた人はBという本も借りている」という書誌の共起情報が  

得られる．また，このような情報は，「本と本」を結びつけるだけでなく，「本と人」「人と人」の結びつき  

を可能とするもので，多様な応用の可能性を有している．  

2．2問題点   

図書配架推薦システム（以後，配架システム）で重要な役割を果たすのが，貸出履歴から得られる書誌の  

共起情報である．しかし，実際には次のような問題がある．  

まず，個人情報に含まれる貸出履歴については，法的観点から現行の図書館では上記のような利用はでき  

ず，予め利用者にその利用承諾をとるなどの措置が必要である【1，2，3】．本稿では，この法的な議論と新し  

い運用モデルの詳細については割愛するが，今後，利用者が貸出履歴の提供の可否を選択し，このような  

情報の蓄積が進むことが期待される・詳細については［1，2］を参照されたい・  

このような事情で，今後蓄積が進むことは期待されるものの，配架システムの立ち上げ時には，ほとんど  

貸出履歴はない．また，新刊書誌については当然，貸出履歴がない．こちらの問題については，利用可能  

な貸出履歴の量にかかわらず恒常的に起こるもので，より本質的な問題といってよい．  

2．3解決に向けての方向性   

近年，Web上には個人の読書履歴など，書誌に関する情報が掲載されている．そこで，このようなWeb文  

書中の書誌情報を同定し，同文書中に含まれる書誌情報を，書誌の粗い共起情報と捉え，貸出履歴を補完  

するものとして収集する．配架システムは，貸し出し履歴が少ない書誌についてはこのような情報を拠り  

所とし，貸出履歴の蓄積が進むに従い，後者の情報を重用する．つまり，書誌の貸出履歴の蓄積量が進む  

につれて，配架の計算から緩やかにWeb上の情報を排除すればよい．また，Web上からは図書館に収蔵  

言れている書誌とそれ以外の書誌，さらには収蔵されていない書誌同士の共起情報を得られ配架システ  
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ム以外への応用も期待される（図1）．この収蔵されていない書誌を介した推移的な共起情報（図2）は，  

後述するWeb上での調査では収蔵されている書誌の9割程度を占めるため，非常に重要な役割を果たすも  

のと考えられる．  

未収蔵曹リストの優先順位付け′など  

図1  

囲2  

3．単純な照合法を用いた抽出の試み   

3．1ナイーヴな方法   

本稿では書誌情報とは「書名」「著者名」「出版社名」の3つを考え，この3フの情報が同時に同定されれ  

ば，書誌が一意に（例えば，ISBN■など）限定されるものとする．Web文書内に記載されている書誌情熱こ  

関して，Ⅵ毎b文書作成者が読者に正確に書誌情報を伝達するという観点から，次のような素朴な仮定『あ  
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る程度の範囲内に曖昧さが生じない程度の書名の一部・著者名の一部・出版社名の一部が書かれている』を  

置く．  

例えば，「書名：統計科学のフロンティア10言語と心理の統計－ことばと行動の確率モデルによる分析，著  

者名：岩波書店」を考えてみる．Web文書中で書誌情報を書く際，書名におけるシリーズ名「統計科学～  

10」や副題「－ことばと～分析」は省略されることも多い．また著者名については，書名・出版社名に比  

べると複雑な構造をしており，「著」や「編」，「tranSlatedby」といった責任表示が加わり［4］，筆頭著者の  

みを示す場合（「甘利俊一他」）や苗字のみを列挙する場合（「甘利，金，村上永田，大津，山西」）など  

さまざまである．出版社名については，「書店」や「出版」で終わる場合，「岩波」のように略記される場合  

がある．  

議論の余地はあるが，仮定における「書名／著者名／出版社名の一部」を「書名／著者名／出版社名のプ  

レフィックス」と考え，各情報で3つの情報で同定できる程度にプレフィックスが一致した場合，その書誌  

である可能性があると考えることにする（図3）．ただし，書名についてはシリーズ名や副題は書誌データ  

ベースで分離されていることが一般的であるので，シリーズ名・書名・副題を全て合わせた際のプレフィッ  

クスか，書名・副題のみの場合もある．また，複数照合するものがある場合は，一致するプレフィックス  

が長いものを優先する．  

Web文書  

…そうなると、やっぱり野田一雄他（1992）『数理統計学の基礎』（共立出版）などで式の  
i  l  

導出過程を理解せざるをえないでしょうい‥  

図3  

予備調査として出版社名を検索エンジンへのクエリとして得られたWeb文書に対して，九州大学附属図  

書館（以後，九大図書館）の蔵書を管理する書誌データベースに基づき以上の処理を行った．例えば，一  

文中に一致するプレフィックスが書名4文字以上，著者名3文字以上，出版社名2文字以上が，書誌デー  

タベース内のデータと一致する場合に限定する．このようにして得られる書誌情報は全て正しいものとな  

るが，その数は極めて少ない．精度は高いものの，抽出数が少ないのには，主に次のようなことが考えら  

れる．  

（1）一般のWebページに含まれる書誌情報は予想以上に少ない．  

（2）九大図書館の書誌データベースには記載されていない，つまり収蔵されていない書誌も多い．  

（3）webページに必ずしも書名・著者名・出版社名の情報を全て書いていない．  

（4）クエリが書誌に依存したものではなく，よりきめ細かいクエリ生成が必要である．  
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また，このような方法では，書名や著者名がこの制限より短い場合は最初から抽出対象とならない，とい  

う問題がある．ここで（3）（4）は今回の検討の対象から外す．（2）は別の調査から，Web上の書誌情報  

の9割近くは九大図書館の書誌データベースには記載がないものであることが推測されており，書誌デー  

タベースの制約から，非常に大きな情報を見逃していることになる．そこで，書誌データベースに記載さ  

れている書誌間の直接の共起情報だけでなく，収蔵されていない書誌についてもその共起情報を抽出こと  

を考える．書誌データベースには記載がない，というものも抽出するには，本節で述べた手法とは別の環  

境を仮定しなければならない．  

3．2表構造を考慮した方法   

単純な部分文字列照合でも抽出数を犠牲にすれば，高い精度で一般の記述の中から書誌の同定は可能であ  

る．また，書誌データベースに記載がないものまで抽出するために，表構造に着目する．実際にWebペー  

ジを観察していると，表構造で書誌情報をまとめているものは数多く見られる．なお，抽出対象の表として  

は書誌情報のみが含まれているものを想定する．このような表構造を標的とする ことで，書誌データベース  

に収蔵されている／されていないにかかわらず一括して書誌情報を抽出することが可能となる．したがっ  

て，問題は表が与えられたときに，書誌情報のみが記載された表か，そうではないのか，という判別問題  

に帰着される．  

表構造については，『行または列はある性質で共通の要素が並んでいる』と仮定する．Web上の表では多く  

の場合，行方向に各書誌の情報が並び，列方向に書誌の各情報が並ぶ．各セルに対して，3．1の手法を適周  

することで，その列の属性を高い精度で判別することができる，表に対して次のような条件を課す（図4）．  

Fl   F2   F3   F4   F  5  

開城幽野師増加紳輔減場陶眉餓明   脚  
3
）
照
合
し
た
‡
誌
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分
散
し
て
い
る
 
 

4
）
書
誌
が
占
め
る
割
合
が
高
い
 
 

…鵜愛溺 書誌  

書名  著者名  出版社名  

1）書名・著者名・出版社名が別々になっている  

2）列が属性（音名・著者名・出版社名）に対応する  

図4  

（1）書名・著者名・出版社名に対応する列がそれぞれ独立に存在する．  

（2）書名・著者名・出版社名に対応するデータから一意に書誌が同定される行が存在する．  
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を同時に満たし，  

（3）同定された書誌が一様に分布している．  

（4）表のサイズ（エントリ数）に対して書誌が占める割合が高い．  

の少なくとも一方を満たすものとする．（3）はさまざまな定量化が考えられるが，ここでは行番号の相対  

位置に関する分散を考える．なお予備調査で検索エンジンに出版社名をクエリとして得られた文書1494  

ページに含まれる表に対して，（1）（2）だけでも171の表を全て正しく同定できるものとなっていた．な  

お，このデータで（3）の分散の平均は0．34，（4）の平均は5．8％である．ただし，（3）の分散の平均の  

計算において，一意に書誌が同定苦れる行の存在しない表については対象外とした．これらの表から同定  

できた収蔵している書誌慣熟ま872で，得られた共起情報は2875経となる．一方で，収蔵されていない書  

誌情報同士の共起情報は2，386，325組，収蔵されている書誌と収蔵されていない書誌の共起情報は113，539  

組得られる．  

4．おわりに   

本稿では，仮想書架などにおける配架システムに必要となる書誌の共起情報をWebから抽出する試みにつ  

いて述べた．また，収蔵されていない書誌の存在が予想以上に大きいことが分かった．表構造を前提とす  

ることによって，大量の書誌情報が得られる見込みは予備調査で分かったものの，そのほとんどは収蔵さ  

れていない書誌の共起情報である．したがって，このような共起情報を介して蔵書の共起情報が近似でき  

るのかどうか，その相関はどの程度か，といった検討が必要である．一方で，本稿では割愛したが，書誌  

情報抽出について3．1の手法から得られる高品質の書誌情報からさらに抽出数を増やすための自然言語テ  

ンプレートの構築を試みたが，あまり良好な結果は得られていない．また，検索エンジンへのクエリの投  

げ方や，得られる情報を循環することなどにより，より大規模に抽出する枠組みを考える必要がある．こ  

こで述べた手続きについては，現在ライブラリとして実装を進め，そのライブラリは公開する予定である．  

データ・チェックを手伝って頂いた立命館大学石川徹氏に記して感謝の意を表する．本実装の一部には，  

「九州大学教育研究プログラム・研究拠点形成プロジェクト（Dタイプ）」の助成による．  
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